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▼
千
歳
マ
ラ
ソ
ン

に
参
加
し
て
き
た
。

き
っ
か
け
は
と
か

ち
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
１
万
歩
挑
戦
。

ス
ロ
ー
ス
テ
ッ
プ
、

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
そ
し

て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
に
こ

ぎ
着
け
た
。
▼
体
重
も
10
キ

ロ
以
上
の
減
量
に
成
功
。
健

康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
感
謝
。
い

い
趣
味
を
見
つ
け
た
。
▼
反

核
・
平
和
自
転
車
リ
レ
ー
が

10
回
目
を
迎
え
た
。
青
年
職

員
の
成
長
と
同
時
に
、
共
同

組
織
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ん
で
い
る
。
▼
平

和
マ
ラ
ソ
ン
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
た
。
「
広
島
平

和
マ
ラ
ソ
ン
」
と
「
ｎ
ａ
ｈ

ａ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
、
毎
年
「
平

和
を
祈
念
し
開
催
…
」
と
あ

っ
た
。
十
勝
平
和
マ
ラ
ソ
ン

が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
。

▼
昨
年
、
自
公
政
権
を
退
陣

さ
せ
、
鳩
山
政
権
が
誕
生
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
普

天
間
基
地
問
題
の
解
決
な
ど
、

国
民
要
求
の
大
幅
な
改
善
が

期
待
さ
れ
た
。
▼
全
て
の
施

策
で
ゆ
き
づ
ま
り
「
国
民
は

聞
く
耳
を
持
た
な
か
っ
た
」

と
退
陣
の
弁
。
追
い
込
ん
だ

の
は
国
民
の
良
識
。
菅
新
政

権
は
「
鳩
山
内
閣
の
政
策
を

引
き
継
ぐ
」
と
明
言
。
つ
い

で
に
「
政
治
と
カ
ネ
」
を
隠

し
有
権
者
を
欺
く
体
質
も
。

▼
参
議
院
選
挙
の
投
票
日
が

近
づ
い
て
い
る
。
社
会
保
障

や
、
国
民
要
求
が
改
善
さ
れ

る
よ
う
に
、
新
「
民
医
連
綱

領
」
を
学
び
、
実
現
め
ざ
し

全
力
で
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
�

 

（
鉄
）
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第
二
一
回
十
勝
健
康
ま
つ
り
（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
六
月

二
〇
日
、
ド
リ
ー
ム
タ
ウ
ン
白
樺
（
白
樺
一
六
西
二
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
内
科
の
医
師
な
ど
に
よ
る
無
料
健
康
相
談
、
ス

テ
ー
ジ
企
画
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
二
千
二
百
人
を
超
え
る
人

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
二
一
回
目
を
迎
え

た
十
勝
健
康
ま
つ
り
は
天
候

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
家
族
連
れ

を
は
じ
め
地
域
の
住
民
な
ど

が
訪
れ
ま
し
た
。
一
〇
時
の

開
会
式
に
合
わ
せ
、
帯
広
大

谷
高
校
吹
奏
楽
部
の
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を
合
図
に
、
帯
広
市

保
健
福
祉
部
長
の
佐
藤
好
則

氏
よ
り
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

函
館
を
拠
点
に
民
族
芸
能
の

創
造
と
普
及
を
目
的
に
活
動

す
る
「
こ
ぶ
し
座
」
、
「
帯
広

北
高
等
学
校
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
部
」
に
よ
る
演
技
、「
合

唱
団
エ
ル
デ
」
な
ど
の
み
な

さ
ん
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
帯
広
市
内
の
医
師

の
協
力
を
頂
き
小
児
科
、
整

形
外
科
、
眼
科
医
、
泌
尿
器

科
医
な
ど
に
よ
る
無
料
健
康

相
談
や
体
脂
肪
測
定
、
尿
検

査
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、

長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
禁
煙
や
検
査
、

健
康
や
病
気
の
予
防
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
の
展

示
、
木
工
品
や
手
芸
品
、
ソ

フ
ト
ド
リ
ン
ク
販
売
な
ど
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

抽
選
会
で
は
、
ド
リ
ー
ム

タ
ウ
ン
白
樺
内
の
店
舗
か
ら

協
賛
し
て
頂
い
た
商
品
券
や

お
米
券
な
ど
、
司
会
者
か
ら

当
選
番
号
を
発
表
す
る
ご
と

に
歓
声
が
起
こ
り
、
ま
つ
り

の
雰
囲
気
を
更
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

メインステージを務める「こぶし座」

帯
広
北
高
等
学
校
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
部
に
よ
る
演
技

調
剤
体
験
を
行
う
参
加
者

帯
広
大
谷
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏

子
ど
も
達
に
よ
る
一
輪
車
の
演
技

医
療
相
談
を
行
う
小
倉
浩
夫
医
師

第21回十勝健康まつり
天候にも恵まれ2200人が参加
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満場一致で採択

参加報告を行う佐藤耕平氏

　

第
一
九
回
友
の
会
連
絡
協
議
会
総
会
が
五
月
二
九
日
、
帯
広
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
各
友
の
会
か
ら
代
議
員
九
二
人
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
五
人
、
職
員
二
〇
人
が
参

加
し
、
提
案
さ
れ
た
全
議
案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
安
心
カ
ー
ド

の
大
切
さ
や
活
用
の
仕
方
、

近
隣
友
の
会
と
合
同
で
健
康

づ
く
り
を
始
め
た
こ
と
、
活

動
が
困
難
な
中
で
も
会
員
の

健
康
を
守
り
、
新
年
会
を
開

催
す
る
な
ど
組
織
活
動
の
重

要
性
な
ど
九
人
の
代
議
員
か

ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

尚
、
発
言
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

幕　

別　

野
原　

恵
子
さ
ん

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

の
廃
止
に
向
け
、
老
人
会
へ

の
署
名
依
頼
に
取
り
組
ん
だ
。

四
年
前
、
農
村
部
で
は
消
極

的
だ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

が
、
今
回
は
ち
が
っ
た
。
町

内
の
医
院
で
は
医
師
が
診
察

を
し
な
が
ら
署
名
を
ま
わ
し

て
く
れ
る
な
ど
好
意
的
だ
っ
た
。

音
更
東　

菅
原　

一
晴
さ
ん

　

安
心
カ
ー
ド
は
大
変
重
要

だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、

四
回
改
訂
し
た
。
柳
町
の
団

地
で
は
孤
独
死
が
続
き
、
友

の
会
と
高
齢
者
が
結
び
つ
く

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

安
心
カ
ー
ド
は
約
二
〇
人
に

手
渡
し
し
た
。

栄
友
の
会　

及
川　

洋
子
さ
ん

　

地
域
に
住
む
友
の
会
員
の

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
よ
う

に
と
「
ふ
ま
ね
っ
と
」
と
ボ

ウ
リ
ン
グ
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
。
「
ふ
ま
ね
っ
と
」

は
自
前
で
行
っ
て
お
り
、
毎

回
一
〇
～
二
〇
人
参
加
し
て

い
る
。

陸　

別　

小
野
寺
政
則
さ
ん

　

一
昨
年
か
ら
友
の
会
員
さ

持
病
を
抱
え
て
暮
ら
し
て
い

る
人
が
多
く
、
人
ご
と
で
な

い
と
思
っ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
高
齢
者
と
つ
な
が
ら
な
け

れ
ば
と
思
い
、
安
心
カ
ー
ド

を
作
っ
た
。
今
、
友
の
会
の

出
番
だ
と
思
っ
て
い
る
。

鉄　

南　

牧
野
美
智
子
さ
ん

　

今
年
一
月
に
世
代
交
替
し
、

事
務
局
長
を
引
き
受
け
た
。

世
話
人
会
や
役
員
会
を
開
催

す
る
た
め
の
体
制
を
強
化
し

た
。
総
会
案
内
を
八
三
〇
通

出
し
て
一
三
人
が
参
加
し
て

く
れ
た
。
健
康
相
談
会
の
実

施
や
独
自
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
で
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

音
更
西　

増
田　

浩
毅
さ
ん

　

気
軽
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

と
い
う
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

五
月
に
新
緑
の
国
見
山
を
歩

い
た
。
他
に
十
勝
が
丘
展
望

台
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
（
音

更
町
）
で
も
楽
し
く
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

西
帯
広　

佐
々
木
義
則
さ
ん

　

六
年
前
に
開
西
か
ら
独
立
。

現
在
、
一
八
人
の
世
話
人
で

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
を
宅
配
し

て
い
る
。
こ
の
間
、
二
つ
の
行

事
を
行
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

行
事
を
通
じ
て
世
話
人
さ
ん

や
宅
配
を
し
て
頂
け
る
方
を

も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た
い
。

ん
が
健
診
を
受

け
る
時
に
補
助

を
出
し
て
い
る
。

友
の
会
員
さ
ん

に
チ
ラ
シ
を
渡

し
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
役

立
て
れ
ば
と
い

う
思
い
か
ら
始

め
た
。
今
年
も

取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

白　

樺

武
井
純
子
さ
ん

　

地
域
で
は
独

居
の
高
齢
者
や

総会議案が満場一致で採択
第19回　十勝勤医協友の会連絡協議会総会

北海道・水俣病集団検診の実施について
　北海道民主医療機関連合会は６月11日、道内在住者を対象に

した水俣病の集団検診を７月４日に実施すると発表しました。

潜在的な水俣病患者の救済をめざして近畿や関東地方では集団

検診を継続的に行っていますが、北海道で実施するのは今回が

初めて。

　熊本、鹿児島両県のいずれかの出身で、こむらがえりなど筋

肉の収縮やけいれん、手や足のしびれ、全身の感覚障害や運動

失調、視野狭窄などの症状がある人が対象。検診は午前９時か

ら札幌市西区の勤医協西区病院で実施します。事前予約が必要

で、検診料は７千円。北海道民医連の医師のほか、熊本民医連・

水俣協立クリニックの高岡滋医師が診察します。

　ノーモア・ミナマタ東京訴訟弁護団も来札し、相談に応じま

す。診察がなく、相談のみの場合は無料。

　道民医連の佐藤秀明事務局長は「熊本や東京でおこなわれた

集団検診には北海道からの受診者もいます。両県から道内に移

住して来た方々の中には多数の潜在的な患者がいるとみられ、

救済に向けた手助けをしたい」としています。申し込みは北海

道民医連、電話011（758）4596。

大　

樹　

西
浦　

妙
子
さ
ん

　

町
内
で
介
護
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
利
用
者
の
状
態
が

変
わ
ら
な
い
の
に
介
護
度
が

軽
い
方
向
に
判
定
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
国
か
ら
交
付
金

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

交
付
さ
れ
な
い
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
だ
。

過
疎
化
す
る
地
域
で
の
高
齢

者
や
介
護
の
状
況
は
厳
し
い

も
の
が
あ
る
。

医
局
九
条
の
会
主
催 

平
和
学
習
会

　

反
核
平
和
自
転
車
リ
レ
ー
を
一

週
間
後
に
控
え
た
六
月
一
八
日
（
金
）

に
、
医
局
九
条
の
会
が
主
催
と
な

り
平
和
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

五
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に

あ
た
っ
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
要
請

行
動
に
参
加
さ
れ
た
南
十
勝
原
水

協
の
佐
藤
耕
平
氏
を
お
招
き
し
、

要
請
行
動
や
現
地
の
様
子
、
今
後

の
平
和
運
動
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

五
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
す
が
、
二

〇
〇
五
年
の
会
議
は
当
時
の
ア
メ

リ
カ
大
統
領
が
ブ
ッ
シ
ュ
氏
で
、

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
同
時
テ
ロ
を
受
け
、
イ

ラ
ク
戦
争
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻

撃
を
行
い
「
核
軍
縮
の
議
論
を
拒

否
」
し
た
た
め
失
敗
に
終
わ
っ
て

い
ま
し
た
。　

　

今
回
の
会
議
は
、
現
在
の
ア
メ

リ
カ
大
統
領
の
オ
バ
マ
氏
が
「
核

兵
器
廃
絶
の
演
説
」
を
チ
ェ
コ
・

プ
ラ
ハ
で
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
世
界
規
模

で
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
の
か
、

重
要
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
の
最
終
文
書
で
は
、
核
保

有
国
に
対
し
核
兵
器
廃
絶
へ
の
「
い

っ
そ
う
の
取
り
組
み
」
と
「
具
体

的
な
進
展
」
を
求
め
る
こ
と
が
採

択
さ
れ
た
ほ
か
、
「
本
会
議
は
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
達
成
に
関

す
る
諸
政
府
や
市
民
社
会
か
ら
の

新
し
い
提
案
お
よ
び
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
に
注
目
す
る
」
と
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
運
動
と
世
界

の
世
論
が
と
て
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
我
々
が
持
つ
素
晴
ら

し
い
「
憲
法
九
条
」
を
ひ
か
り
輝

か
せ
る
運
動
を
つ
づ
け
、
核
兵
器

を
な
く
し
、
平
和
と
環
境
を
ま
も

る
運
動
を
を
す
す
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

十
勝
反
核
平
和
自
転
車
リ
レ
ー

 

事
務
局
長　

山
本　

圭
介

地
域
の
活
動
を
発
言
す
る
牧
野
さ
ん



２０１０ 年 ７ 月 １ 日





２０１０年７月１日



２０１０ 年 ７ 月 １ 日
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s
s
s
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s
s
s
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s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

帯広病院

気
に
な
る
患
者
さ
ん
訪
問

デイサービス
ほのか

ほ
の
か
に
畑
が

　
　
　
　

出
来
ま
し
た
。

　

白
樺
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
「
ほ
の
か
」
に
は
、

毎
日
15
名
ほ
ど
の
利
用
者

さ
ん
が
来
て
く
れ
て
い
ま

す
。
体
操
や
ゲ
ー
ム
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
ダ
イ
イ
チ

に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、

ど
ら
や
き
や
ク
レ
ー
プ
な

ど
の
お
や
つ
を
作
っ
た
り
、

皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う

日
々
工
夫
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
中
庭
に
小
さ

い
な
が
ら
も
畑
と
花
壇
を

作
り
ま
し
た
。

　

畑
は
去
年
か
ら
要
望
が

あ
り
、
つ
い
に
今
年
作
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
枝
豆
、
カ
ボ
チ

ャ
、
大
根
な
ど
何
を
作
る

か
悩
み
ま
し
た
が
、
初
め

て
の
畑
作
り
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
赤

カ
ブ
を
作
る
事
に
し
ま
し

た
。
土
お
こ
し
か
ら
花
植

え
、
苗
植
え
を
利
用
者
さ

ん
達
と
一
緒
に
お
こ
な
い

ま
し
た
。
花
は
利
用
者
さ

ん
達
が
寄
付
し
て
く
れ
た

物
で
色
と
り
ど
り
の
素
敵

な
花
壇
に
な
り
ま
し
た
。

苗
の
育
て
方
も
経
験
豊
か

な
皆
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、
順
調
に
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用

者
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
調

理
場
の
調
理
員
さ
ん
か
ら

も
肥
料
や
花
の
苗
を
分
け

て
も
ら
っ
た
り
ス
タ
ッ
フ

の
か
わ
り
に
水
や
り
を
し

て
く
れ
た
り
と
助
け
て
く

れ
ま
す
。
み
ん
な
で
作
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

そ
れ
が
「
ほ
の
か
」
ら
し

さ
だ
と
お
も
っ
て
お
り
、

皆
さ
ん
の
優
し
さ
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
の
か

介
護
主
任　

菊
池　

由
佳
】

　

当
院
で
肺
癌
が
見
つ
か

り
、
現
在
Ｂ
病
院
で
抗
ガ

ン
剤
治
療
を
受
け
て
い
る

Ａ
さ
ん
の
お
宅
へ
訪
問
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

癌
と
診
断
さ
れ
る
ま
で

時
間
が
か
か
り
不
安
が
高

ま
る
中
、
大
病
院
で
は
「
Ａ

さ
ん
や
っ
ぱ
り
あ
っ
た
わ
」

と
簡
単
に
言
わ
れ
、
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
事
や
、
入

院
中
に
も
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
配
慮
の
な
い
言
葉
に
奥

様
が
傷
つ
い
た
事
な
ど
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

奥
様
も
当
院
の
患
者
さ

ん
で
あ
り
、
浅
沼
院
長
に

不
安
な
気
持
ち
を
告
げ
た

時
に
、「
あ
き
ら
め
な
い
で
、

希
望
を
持
っ
て
」、
「
病
気

に
な
っ
て
も
病
人
に
な
ら

な
い
こ
と
」
と
、
言
葉
を

も
ら
い
、
励
ま
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
Ａ
さ
ん
は
、
治

療
に
よ
り
か
な
り
体
力
を

消
耗
し
、
現
在
家
で
の
生

活
は
、
入
浴
な
ど
奥
様
の

介
助
が
必
要
な
状
態
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
Ａ
さ
ん
夫

婦
が
在
宅
生
活
を
困
難
な

く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

介
護
保
険
な
ど
の
在
宅
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
話
を
し

ま
し
た
。
奥
様
の
不
安
、

心
配
の
支
え
に
な
れ
ば
と

訪
問
看
護
も
説
明
し
ま
し

た
。
今
後
Ａ
さ
ん
は
、
当

院
に
戻
っ
て
き
た
い
と
言

っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
、
大
病
院
に
は

な
い
良
さ
で
、
癌
と
共
に

生
き
る
患
者
さ
ん
・
ご
家

族
に
笑
顔
が
出
る
よ
う
に

最
期
ま
で
寄
り
添
い
支
え

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
帯
広
病
院

看
護
師　

田
中　

里
美
】 職員も協力して花壇整備訪問へ向かう田中看護師と池田事務員

４. 災害時
　阪神淡路大震災の時には、この記録が大変役に立ちました。保険証と
一緒にいつも持ち出せるようにしておくと、災害時手帳に記録されてい
る薬の情報を元に、必要な薬を正確に処方してもらうことが出来ます。
『お薬手帳』は、処方せんの内容・医療機関名・処方日などについては、
薬局で記載します。
　しかし、『お薬手帳』をもっと有効に活用していただくためには、薬
剤師が記載するだけでなく、患者さんご自身に書き込んでいただくこと
により様々な情報が共有でき、治療や副作用防止に大変役立ちます。自
分流に工夫しながら使い方は、自由です！
　お薬についてわからないこと、困っていること、お医者さんや歯医者
さんに聞いておきたいことなど何でも記入しましょう。
　最後にお願いがあります。お薬手帳は使っている薬が全てわかるよう
に、いくつかの薬局から薬をもらっている場合も一冊にまとめてくださ
いね。病院ごとに別々の手帳を持っていると必要なチェックができなく
なります。そして病院にかかるとき以外にも常に携帯しておくと急な事
故や災害のときにも心強い味方になってくれますよ。

ご存知ですか？

医薬品副作用被害救済制度
　医師や薬剤師が十分な注意を払って正しく使用していたとしても、副
作用の発生を完全に防ぐことは大変難しい事です。医薬品副作用被害救
済制度は、医薬品を適正に使用したにもかかわらず発生した副作用によ
る健康被害に対して被害者の迅速な救済を図ることを目的とし、公的制
度として設けられたものです。
　対象になる健康被害の程度は副作用による入院もしくは死亡とされて
いますので身近にお心当たりの方がいらっしゃいましたら、ぜひ医師や
薬剤師までお知らせ下さい。
　また、薬局で購入した大衆薬による副作用の場合にも適応になる場合
がありますので、そういった場合にもご連絡下さい。
　なお、抗癌剤に
よる治療や救命の
ためやむを得ず通
常の使用量を超え
て医薬品を使用し
たことによる健康
被害等の場合には
適応にならない場
合も有ります。

　などをチェックしています。
「お薬手帳」はあなたのかかりつけ薬局でもらうことができます。使い
方がよくわからない時には遠慮なく薬剤師に相談しましょう。

『お薬手帳』メリットって何？
１. 副作用予防
　同じ薬で起きるアレルギーは１度目より２度目が強く出ると言われて
います。副作用の出た薬の名前を記録しておいて、医療機関にかかる時
には必ず伝えるようにしましょう。
２. 飲み合わせチェック
　形や名前が違っても、同じ効果の薬はたくさんあります。お薬同士が、
相手の薬の効き方を変えたりします。貼り薬や目薬でもあります。専門
家による、飲み合わせチェックを受けましょう。
３. 急に具合が悪くなったとき
　薬の名前は全国共通。救急外来や旅行先で医療機関にかかったとき、
飲んでいる薬を医師に見せることができます。

『お薬手帳』を活用しましょう！
「お薬手帳」は、あなたが今まで服用し
たり、使ったりしたお薬の名前や飲む量、
そして過去に経験した副作用などを継続
的に記録するための手帳です。

診療のとき、薬をもらうときは
必ずお薬手帳を見せてください。
　医師や薬剤師は手帳を見て
◦どのような薬をどのくらいの期間使っ
ているか。
◦同じ薬が重なっていないか。
◦飲み合わせの悪いものはないか…

あじさい薬局本店　薬局長　岡　山　和　也

知 きて いっ たお
の 知豆 識薬

『お薬手帳』をお持ちですか？
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友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

生

き

生

き

広

場

☎
〇
一
五
五-

二
一-

四
一
四
四

　

五
月
十
七
日
、
コ
ス
モ
ス

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
西
友
の

　

五
月
二
十
二
日
、
明
和
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
緑
西
友
の

会
の
総
会
と
交
流
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
友
の
会
連
絡
会

か
ら
梅
津
美
政
副
会
長
が
出

席
さ
れ
三
十
一
人
の
参
加
で

し
た
。

　

総
会
で
は
今
年
の
目
標
が

話
し
合
わ
れ
て
、
二
〇
人
の

会
員
拡
大
・
二
部
の
「
い
つ

で
も
元
気
」
拡
大
と
、
七
月

の
日
帰
り
旅
行
・
年
六
回
の

健
康
相
談
会
を
開
く
こ
と
が
、

み
な
さ
ん
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
交
流

会
で
は
、
お
い
し
い
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
、
楽
し
く
懇

後
期
高
齢
者
の
呼
称

印
象
に
悪
い

山
田
公
子
さ
ん（
北
広
島
市
）

　

四
月
生
ま
れ
な
の
で
、
高

齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。
高
齢
者
と
い
う
呼
称
で

落
ち
込
み
、
介
護
保
険
料
が

高
い
の
に
も
び
っ
く
り
。
あ

と
一
〇
年
し
た
ら
後
期
高
齢

者
の
仲
間
入
り
で
す
。
や
っ

ぱ
り
、
後
期
高
齢
者
と
い
う

呼
称
は
印
象
が
よ
く
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
体

調
を
崩
す
こ
と
が
多
く
な
る

こ
れ
か
ら
、
安
心
し
て
生
活

し
、
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
制
度
を
改
善

し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

体
に
気
を
つ
け
て

頑
張
っ
て

入
谷
貴
美
子
さ
ん（
幕
別
町
）

　

毎
号
楽
し
み
に
友
の
会
ニ

ュ
ー
ス
を
拝
見
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
新
た
に
、
新
入
職
員

さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
よ
う
で

す
ね
。
体
に
気
を
つ
け
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
人
職
員
の
成
長
を

心
か
ら
願
う

田
口
裕
子
さ
ん
（
帯
広
市
）

　

八
人
の
新
人
職
員
が
入
ら

れ
た
の
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ

な
職
業
が
あ
る
中
で
医
療
関

係
の
職
に
就
い
て
、
病
め
る

人
に
付
き
添
う
こ
と
の
大
変

さ
、
大
切
さ
、素
晴
ら
し
さ
を

体
験
し
て
積
み
上
げ
て
い
く

歳
月
は
、
一
人
の
人
間
を
成

長
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
思
い

ま
す
。
民
主
的
医
療
を
広
め

る
た
め
に
も
、新
人
さ
ん
を
教

育
・
育
成
さ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
み

な
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

薬
の
豆
知
識

と
て
も
参
考

竹
内
黎
子
さ
ん
（
帯
広
市
）

　

「
薬
の
豆
知
識
」
は
、
あ

ら
た
め
て
薬
を
知
る
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ウ
エ
ス
が
不
足
と
お
聞
き

し
ま
し
た
の
で
、
近
い
う
ち

に
協
力
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

談
し
ま
し
た
。
世
話
人
五
人

で
初
め
て
挑
戦
し
た
「
南
京

玉
す
だ
れ
」
や
、
会
員
さ
ん

の
ギ
タ
ー
演
奏
に
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
参
加

者
全
員
が
ギ
タ
ー
の
伴
奏
で

「
青
い
山
脈
」
な
ど
三
曲
を

大
き
な
声
で
歌
い
、
最
後
は

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い
総

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
緑
西
友
の
会 

村
上
久
美
子
）

会
総
会
が
あ
り
、
十
勝
勤
医

協
友
の
会
連
絡
会
高
野
幸
雄

会
長
よ
り
、
帯
広
市
に
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
」

の
意
見
を
上
げ
る
よ
う
求
め

て
い
る
が
、
厚
生
労
働
委
員

会
で
は
ま
だ
継
続
審
議
に
な

っ
て
い
る
と
の
話
し
を
頂
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
勝
勤
医
協
理
事

の
稲
葉
典
昭
市
議
か
ら
、
米

沢
則
寿
新
市
長
か
ら
保
険
証

の
取
り
上
げ
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
こ
と
、

国
保
の
限
度
額
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は
日
本
共
産
党
は

反
対
し
ま
し
た
が
、
可
決
さ

れ
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

事
務
局
よ
り
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
廃
止
に
向
け
た
取

り
組
み
、
憲
法
九
条
を
守
る

運
動
、
カ
ラ
オ
ケ
、
卓
球
な

ど
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、

よ
り
一
層
の
健
診
活
動
、
川

西
友
の
会
と
の
交
流
な
ど
の

方
針
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
食
懇
親
会
で
は
、
ギ
タ

ー
演
奏
、
マ
ジ
ッ
ク
、
日
本

舞
踊
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、

華
麗
な
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
、

最
後
は
舞
台
と
参
加
者
一
体

に
な
っ
た
ス
テ
ッ
プ
で
楽
し

い
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
人
も
七

人
と
来
客
二
人
を
含
め
、
四

〇
人
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

 
（
開
西
友
の
会　

岡
本
顕
）

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

【
音
更
東
】
菅
原　

一
晴

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
〇
九
五

【
音
更
西
】
増
田　

浩
毅

 

〇
一
五
五

－

三
〇

－

八
八
六
〇

【
音
更
南
】
坂
本　

恵
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

六
二
六
三

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
西
田　

義
雄

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

五
八
二
八

【
清　

水
】
妻
鳥　

靖
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

二
五
七
八

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
米
倉　

興
宰

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

三
五
八
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
小
刀
祢　

博

 

〇
一
五
五

－

五
二

－

二
六
五
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
野
原　

恵
子

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

三
二
七
五

【
札　

内
】
高
野　

幸
雄

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

五
五
七
八

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
吉
田　

清
治

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

八
六
一
〇

【
本　

別
】
加
藤　

孝
一

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

四
八
二
二

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
餌
取　
　

貢

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

三
五
九
〇

【　

東　

】
加
藤　

み
ち

 

〇
一
五
五

－

二
三

－

六
三
一
八

【　

柏　

】
渡
辺　
　

渡

 

二
三

－

〇
九
二
六

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【
啓　

北
】
内
田　
　

豊

 

三
六

－

三
八
一
八

【　

栄　

】
岡
山　

啓
子

 

三
三

－

〇
五
三
七

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

三
五

－

〇
四
四
七

【
西
帯
広
】
清
水
美
喜
子

 

三
七

－

二
七
二
八

【
西　

南
】
田
所　

豊
之

 

二
二

－

七
五
八
三

【
緑
ヶ
丘
】
片
石　

祐
一

 

三
三

－

一
四
四
三

【
白　

樺
】
高
宮　
　

裕

 

三
四

－

一
八
八
二

【
新　

緑
】
渡
辺　

宗
雄

 

二
一

－

六
二
一
四

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲　

田
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
大　

空
】
畑
中　

庸
助

 

四
七

－

〇
〇
六
二

【
川　

西
】
伊
沢
佐
恵
子

 

六
〇

－

二
五
〇
六

頭

の

体

操

【
ヒ
ン
ト
】

　

み
ん
な
の
健
康
を
支
え
ま

す
。

【
答
　
　
え
】

　

□
□
□
□
□
（
漢
字
で
記

入
し
て
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
電
子

メ
ー
ル
で
、
左
記
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。

【
宛
　
　
先
】

○
郵
送

〒
〇
八
〇

－

〇
〇
一
九

帯
広
市
西
九
条
南
十
一
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
電
子
メ
ー
ル

s
o
s
h
ik
i@

to
k
a
c
h
i-
k
in

-

ik
y
o
.o
r.jp

【
賞
　
　
品
】

　

抽
選
で
一
〇
人
の
方
に
、

千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お

送
り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

七
月
二
〇
日
（
当
日
消
印

有
効
）。
発
表
は
第
三
一
六

号
（
九
月
号
）
紙
上
で
す
。

【
第
三
一
一
号
の
当
選
者
】

　

答
え
は
「
桜
前
線
」
で
し

た
。

応
募
総
数
一
一
六
通
、
正
解

者
一
一
六
通
の
中
か
ら
抽
選

に
よ
り
、
次
の
一
〇
人
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

池
田
朋
子
・
重
信
幸
子
・
嶋

田
禧
子
・
侘
美
光
俊
・
簑
島

登
美
江
・
山
崎
房
子
（
以
上

帯
広
市
）・
帰
山
孝
夫
・
本

間
由
佳
（
以
上
幕
別
町
）・

十
川
隆
好
（
清
水
町
）・
石

谷
麗
子
（
陸
別
町
）

※
頭
の
体
操
の
問
題
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
採
用
の
際

に
は
、
図
書
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
。

　

リ
ス
ト
に
残
っ
た
五
つ
の

漢
字
で
で
き
る
名
称
が
答
え

と
な
り
ま
す
。

　

出
題
者
は
霜
村
英
靖
さ
ん

（
帯
広
市
）
で
す
。

　

リ
ス
ト
の
漢
字
を
白
マ
ス

に
入
れ
て
、「
漢
字
し
り
と
り
」

を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。（
漢

字
三
文
字
の
場
合
も
あ
り
ま

す
）〝
満
〟
か
ら
右
ま
わ
り
で

ス
タ
ー
ト
し
、
中
心
の
〝
気
〟

に
向
か
い
ま
す
。

ペットボトルがからだを貫通させるマジック

初めて挑戦した南京玉すだれ

総
会
後
の
懇
親
会

交
流
を
深
め
る

総
会
方
針
す
べ
て

拍
手
で
承
認

開
西
友
の
会

緑
西
友
の
会

満 夜 色 相

内 分 愛 話

別 体 要
心 根気 熱 術

地 中 球 土 家

光 胸 態 症

外 題 学 算

→

リ　ス　ト

部
、
月
、勤
、芸

問
、
度
、室
、
重

情
、十
、
景
、中

観
、
状
、
医
、割

勝
、談
、身
、
計

数
、領
、協
、区
、地

読者

の声

読者

の声


